
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所望の画像処理が施された画像データから可視化画像である 画像
を得る際に、 前記 画像に対応した可視化画像を再現する画像
再現装置であって、
　前記 画像の出力方式、出力媒体等の出力条件をパラメータとして設定した出力条件
設定手段と、
　前記出力条件に従って作成される前記 画像の画像特性である 周期性
ノイズを当該出力条件に応じて再現する補正方式を設定した補正方式設定手段と、
　を備え、前記出力条件に従って設定された前記パラメータに基づき、前記補正方式設定
手段において所定の補正方式を設定し、前記設定された補正方式により前記画像データを
補正して可視化画像を再現することを特徴とする画像再現装置。
【請求項２】
　所望の画像処理が施された画像データから可視化画像である 画像
を得る際に、 前記 画像に対応した可視化画像を再現する画像
再現装置であって、
　前記 画像の出力方式、出力媒体等の出力条件をパラメータとして設定した出力条件
設定手段と、
　前記出力条件に従って作成される前記 画像の画像特性である ランダ
ムノイズを当該出力条件に応じて再現する補正方式を設定した補正方式設定手段と、
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　を備え、前記出力条件に従って設定された前記パラメータに基づき、前記補正方式設定
手段において所定の補正方式を設定し、前記設定された補正方式により前記画像データを
補正して可視化画像を再現することを特徴とする画像再現装置。
【請求項３】
　所望の画像処理が施された画像データから可視化画像である 画像
を得る際に、 前記 画像に対応した可視化画像を再現する画像
再現装置であって、
　前記 画像の出力方式、出力媒体等の出力条件をパラメータとして設定した出力条件
設定手段と、
　前記出力条件に従って作成される前記 画像の画像特性である 周期性
ノイズおよびランダムノイズを当該出力条件に応じて再現する補正方式を設定した補正方
式設定手段と、
　を備え、前記出力条件に従って設定された前記パラメータに基づき、前記補正方式設定
手段において所定の補正方式を設定し、前記設定された補正方式により前記画像データを
補正して可視化画像を再現することを特徴とする画像再現装置。
【請求項４】
　所望の画像処理が施された画像データから可視化画像である 画像
を得る際に、 前記 画像に対応した可視化画像を再現する画像
再現装置であって、
　前記 画像の出力方式、出力媒体等の出力条件をパラメータとして設定した出力条件
設定手段と、
　前記出力条件に従って作成される前記 画像の画像特性である 周期性
ノイズを再現する補正方式を設定した補正方式設定手段と、
　前記出力条件に従って設定された前記パラメータに基づき前記画像データの濃度補正を
行う濃度補正手段と、
　を備え、前記出力条件に従って設定された前記パラメータに基づき、前記濃度補正手段
により前記画像データの濃度補正を行うとともに、前記補正方式設定手段において所定の
補正方式を設定し、前記設定された補正方式により前記画像データを補正して可視化画像
を再現することを特徴とする画像再現装置。
【請求項５】
　所望の画像処理が施された画像データから可視化画像である 画像
を得る際に、 前記 画像に対応した可視化画像を再現する画像
再現装置であって、
　前記 画像の出力方式、出力媒体等の出力条件をパラメータとして設定した出力条件
設定手段と、
　前記出力条件に従って作成される前記 画像の画像特性である ランダ
ムノイズを再現する補正方式を設定した補正方式設定手段と、
　前記出力条件に従って設定された前記パラメータに基づき前記画像データの濃度補正を
行う濃度補正手段と、
　を備え、前記出力条件に従って設定された前記パラメータに基づき、前記濃度補正手段
により前記画像データの濃度補正を行うとともに、前記補正方式設定手段において所定の
補正方式を設定し、前記設定された補正方式により前記画像データを補正して可視化画像
を再現することを特徴とする画像再現装置。
【請求項６】
　所望の画像処理が施された画像データから可視化画像である 画像
を得る際に、 前記 画像に対応した可視化画像を再現する画像
再現装置であって、
　前記 画像の出力方式、出力媒体等の出力条件をパラメータとして設定した出力条件
設定手段と、
　前記出力条件に従って作成される前記 画像の画像特性である 周期性
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ノイズおよびランダムノイズを再現する補正方式を設定した補正方式設定手段と、
　前記出力条件に従って設定された前記パラメータに基づき前記画像データの濃度補正を
行う濃度補正手段と、
　を備え、前記出力条件に従って設定された前記パラメータに基づき、前記濃度補正手段
により前記画像データの濃度補正を行うとともに、前記補正方式設定手段において所定の
補正方式を設定し、前記設定された補正方式により前記画像データを補正して可視化画像
を再現することを特徴とする画像再現装置。
【請求項７】
　請求項４～６のいずれか１項に記載の装置において、
　濃度補正手段は、画像データの濃度に応じて設定した補正データに基づき、前記画像デ
ータの濃度補正を行うことを特徴とする画像再現装置。
【請求項８】
　請求項７記載の装置において、
　濃度補正手段は、画像データを構成する色成分毎の濃度に応じて設定した補正データに
基づき、前記画像データの濃度補正を行うことを特徴とする画像再現装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、例えば、印刷物としての最終生成画像に対応した「見え」が一致した予測画像
を得る際に、前記最終生成画像に発生するモアレ等の周期性ノイズや印刷機等の特性によ
るランダムノイズを加味し、前記最終生成画像に高精度に対応した予測画像を再現するよ
うにした画像再現装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、写真や絵画等の原稿から画像を読み取り、あるいは、任意の画像入力装置から供給
される画像データに対して所望の処理を施し、フイルム原版、刷版を介して印刷物を作成
する印刷システムが広汎に使用されている。この場合、前記印刷物は、例えば、画像入力
装置から供給された画像データに基づき、Ｙ、Ｍ、Ｃ、Ｋの各分色フイルム原版を作成し
、前記各分色フイルム原版を用いてＰＳ版（ Presensitized Plate ）を焼き付け、現像し
た後、前記ＰＳ版を印刷機にかけて印刷を行うという多数の工程を経て作成される。しか
も、最終的に得られる印刷物は、印刷に使用する紙、インキ、水、印刷機の種類、網点画
像を形成する場合におけるスクリーン線数、網形状等の印刷条件（出力条件）に依存する
。このように複雑な工程および条件に基づいて作成される印刷画像においては、所望の画
像処理を施した画像データを一旦ＣＲＴやプリンタ等で出力することにより、事前に予測
画像を作成し、この予測画像に基づき、前記画像データから印刷画像を得るための変換条
件または印刷条件が適切であるか否かを判断し、必要に応じて各条件を変更できるように
することが重要である。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ここで、前記予測画像は、画素を構成する個々の色を印刷画像と測色的に一致させるとと
もに、夫々の出力装置における出力方式および解像度、さらに、支持体の散乱、表面反射
等の材質に依存する光学特性を一致させれば、同等にすることができる。
【０００４】
しかしながら、例えば、印刷機により作成される前記印刷画像は、網点により連続階調画
像として表現されており、前記網点に起因するロゼッタパターンやモアレを画像特性とし
て含んでいるのに対して、通常のプリンタやＣＲＴ等では、濃度や輝度の変化として連続
階調画像を表現しているため、網点によるロゼッタパターンやモアレが生じることはない
。従って、これらの装置間では、出力方式の相違により作成される画像の品質が異なるた
め、画像を完全に一致させることが困難である。また、印刷画像を作成する装置と予測画
像を作成する装置とでは、一般に解像度が異なっており、予測画像を作成するプリンタ等
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の方が印刷画像を作成する装置よりも解像度が低いのが通常である。そこで、予測画像を
出力する装置の解像度および精度を印刷画像の出力装置と同等以上に設定しようとすると
、必然的に高価で且つ特殊なものとならざるを得ない。
【０００５】
本発明は、前記の課題を解決するためになされたもので、最終生成画像に発生する周期性
ノイズまたはランダムノイズ等の画像特性を考慮し、画像再生装置を高価または特殊なも
のとすることなく、前記最終生成画像に高精度に対応した「見え」を有した予測画像を再
現することのできる画像再現装置を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　前記の目的を達成するために、本発明は、所望の画像処理が施された画像データから可
視化画像である 画像を得る際に、 前記
画像に対応した可視化画像を再現する画像再現装置であって、
　前記 画像の出力方式、出力媒体等の出力条件をパラメータとして設定した出力条件
設定手段と、
　前記出力条件に従って作成される前記 画像の画像特性である 周期性
ノイズおよび／またはランダムノイズを当該出力条件に応じて再現する補正方式を設定し
た補正方式設定手段と、
　を備え、前記出力条件に従って設定された前記パラメータに基づき、前記補正方式設定
手段において所定の補正方式を設定し、前記設定された補正方式により前記画像データを
補正して可視化画像を再現することを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明は、所望の画像処理が施された画像データから可視化画像である

画像を得る際に、 前記 画像に対応した可視化画
像を再現する画像再現装置であって、
　前記 画像の出力方式、出力媒体等の出力条件をパラメータとして設定した出力条件
設定手段と、
　前記出力条件に従って作成される前記 画像の画像特性である 周期性
ノイズおよび／またはランダムノイズを再現する補正方式を設定した補正方式設定手段と
、
　前記出力条件に従って設定された前記パラメータに基づき前記画像データの濃度補正を
行う濃度補正手段と、
　を備え、前記出力条件に従って設定された前記パラメータに基づき、前記濃度補正手段
により前記画像データの濃度補正を行うとともに、前記補正方式設定手段において所定の
補正方式を設定し、前記設定された補正方式により前記画像データを補正して可視化画像
を再現することを特徴とする。
【０００８】
【作用】
本発明では、最終生成画像における出力条件に依存する周期性ノイズやランダムノイズ等
の画像特性を、前記出力条件に従って設定される補正方式に基づいて画像データ上に再現
した再生画像を作成することにより、最終生成画像に高精度に対応した「見え」を有する
画像を得ることができ、これから前記最終生成画像を高精度に予測することが可能となる
。
【０００９】
また、前記再生画像の作成に当たり、画像特性の再現処理による濃度変動を前記出力条件
または画像データに応じて補正することにより、一層高精度な色再現が可能となる。
【００１０】
【実施例】
図１は、第１実施例の画像再現装置が適用されるカラー印刷システムの全体構成ブロック
図である。
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【００１１】
このカラー印刷システムは、カラー原稿や外部装置からカラー画像データを読み込む画像
入力装置１０と、読み込まれたカラー画像データに対して審美的処理を含む画像処理を施
す画像編集装置１２と、処理された前記カラー画像データから予測画像をカラープリンタ
やＣＲＴ等に表示出力する画像出力装置１４Ａと、処理された前記カラー画像データを印
刷物の印刷画像として出力する画像出力装置１４Ｂと、前記画像出力装置１４Ｂにおける
出力方式、出力媒体等の出力条件を考慮し、前記カラー画像データを前記画像出力装置１
４Ａに対応したカラー画像データに変換処理する画像処理装置１６と、画像出力装置１４
Ａ、１４Ｂの特性、色再現処理方式、色材や支持体、蛍光体等の色再現媒体の特性、印刷
条件等の出力条件を後述するデバイスプロファイル群として発生するデバイスプロファイ
ル発生装置１８（出力条件設定手段）とから基本的に構成される。
【００１２】
画像入力装置１０は、例えば、分光感度の異なる３種以上のセンサを用いてカラー原稿の
画像濃度を画素毎に読み取る装置であり、カラー原稿をドラム上に装着し、前記ドラムの
回転に同期させてその画像濃度を読み取るドラム型スキャナ、光電変換素子を１列に配列
したラインセンサあるいは２次元状に配列した２次元センサによりカラー原稿の画像濃度
を読み取るフラットベッド型スキャナ等を用いることができる。
【００１３】
画像編集装置１２は、画像入力装置１０からのカラー画像データに対して審美的処理を含
む画像処理を施し、画像出力装置１４Ｂに供給されるＹＭＣＫ網％データを作成する。
【００１４】
画像出力装置１４Ｂは、前記画像編集装置１２から供給されるカラー画像出力データであ
るＹＭＣＫ網％データに基づき、印刷物を作成するためのＰＳ版に供するＹ、Ｍ、Ｃ、Ｋ
の各分色フイルム原版を作成し、次いで、前記分色フイルム原版からＰＳ版を作成し、こ
れから印刷物を得る装置であり、印刷機を含めた装置である。画像出力装置１４Ａは、例
えば、前記画像出力装置１４Ｂにおいて作成される印刷物と同一の色表現、画像品質から
なるカラー画像を表示出力するカラープリンタ、ＣＲＴ等の装置である。
【００１５】
画像処理装置１６は、画像編集装置１２から供給されるカラー画像出力データであるＹＭ
ＣＫ網％データをＸＹＺ表色系等の共通色空間のカラー画像データに変換する共通色空間
変換部２０と、共通色空間での前記画像入力装置１０の色再現域を画像出力装置１４Ａに
おける色再現域に圧縮し、あるいは、変換等を行うとともに、観察条件の違いに対応した
アピアランスの調整を行う色再現域・アピアランス変換部２２と、前記共通色空間のカラ
ー画像データを画像出力装置１４Ａの固有色空間のカラー画像データに変換する固有色空
間変換部２４と、共通色空間変換部２０、色再現域・アピアランス変換部２２および固有
色空間変換部２４において作成される各変換テーブルの全てあるいは一部を合成した画像
変換テーブルを生成し、この生成された画像変換テーブルに基づき前記カラー画像データ
の変換処理を行う画像変換部２６（以下、ＬＵＴ変換部２６という）と、前記ＬＵＴ変換
部２６によって変換された前記カラー画像データに対して印刷画像において出現する画像
特性の補正を行う補正部２８（補正方式設定手段）とを備える。この場合、前記補正部２
８は、印刷画像上のモアレパターンやロゼッタパターン等の周期性ノイズを補正する周期
性ノイズ補正部３０と、印刷機の出力特性等により生じるランダムノイズを補正するラン
ダムノイズ補正部３２とから構成される。
【００１６】
ここで、前記共通色空間変換部２０で作成される共通色空間変換テーブル、前記色再現域
・アピアランス変換部２２で作成される色再現域・アピアランス変換テーブル、前記固有
色空間変換部２４で作成される固有色空間変換テーブルおよび前記画像変換テーブルは、
夫々データファイル３４、３６、３８および４０に記憶される。また、周期性ノイズ補正
部３０で設定される周期性ノイズ補正テーブルおよびランダムノイズ補正部３２で設定さ
れるランダムノイズ補正テーブルは、夫々データファイル４２および４４に記憶される。
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【００１７】
なお、共通色空間とは、ＣＩＥで定めたＸＹＺ表色系、Ｌ *  ａ *  ｂ *  表色系、あるいは、
これらと数学的な変換が一意的に行われるＹＣＣ表色系、ＹＩＱ表色系、ＣＲＴ等のモニ
タの蛍光体を定めたＲＧＢ表色系等、入出力装置や出力媒体に依存しないデータからなる
色空間をいう。従って、この色空間では、入出力装置等を意識することなく所望の画像処
理を行うことが可能である。一方、固有色空間とは、画像入力装置１０や画像出力装置１
４Ａで取り扱われる特定のデータ形式からなる色空間である。
【００１８】
一方、デバイスプロファイル発生装置１８は、必要に応じて各物理特性を測定する測定器
を有し、前記画像処理装置１６におけるデータ処理に用いられる色空間データ変換式や関
係式、その他のパラメータをデバイスプロファイル群として設定する装置であり、前記デ
バイスプロファイル群をデータファイル４６に記憶する。
【００１９】
前記デバイスプロファイル群は、画像出力装置１４Ａおよび１４Ｂにおける色再現処理方
式、使用環境条件、カラー原稿や記録媒体の材料等の物理要因とその特性、および、これ
らを結合する関係式等を共通のデータ形式で記述したプロファイルの集合である。このデ
バイスプロファイル群は、基本的には、図２に示すように、画像編集装置１２から供給さ
れるＹＭＣＫ網％データを、画像出力装置１４Ｂにおける種々の印刷条件を考慮した上で
ＸＹＺ表色系、Ｌ *  ａ *  ｂ *  表色系等の共通色空間のデータに変換する共通色空間変換テ
ーブルを作成するための印刷／共通色空間変換プロファイル群と、前記共通色空間のデー
タに対して画像出力装置１４Ａにおける色再現域やアピアランスを考慮した上で所望の色
再現域・アピアランス変換を行う色再現域・アピアランス変換テーブルを作成するための
色再現域・アピアランス変換プロファイル群と、前記共通色空間のデータを画像出力装置
１４Ａの固有色空間のデータに変換するための出力デバイスプロファイル群と、周期性ノ
イズおよびランダムノイズに対応したデータを作成するためのノイズプロファイル群とに
分類することができる。前記ノイズプロファイル群を除く各プロファイル群は、さらに、
基本プロファイル、サブプロファイルおよび条件プロファイルに夫々分類される。
【００２０】
図３は、印刷機を含む画像出力装置１４Ｂの色再現処理方式に関連して規定される印刷／
共通色空間変換プロファイル群を構成する基本プロファイルおよびサブプロファイルの構
造の一例を示したものである。
【００２１】
先ず、画像出力装置１４Ｂの色再現処理方式に対応して、 (1) ノイゲバウワ式を用いた網
点変調方式、 (2) ルックアップテーブルを用いた変換方式、 (3) その他、の中から一つを
選択可能な基本プロファイルが共通色空間と画像出力装置１４Ｂの固有色空間との間の色
空間データ変換式として設定される。
【００２２】
この場合、前記ノイゲバウワ式は、ＣＩＥの共通色空間におけるＸＹＺ表色系とＹＭＣＫ
表色系との関係を規定する色予測基本関数であり、以下に示す［数１］のように定義され
る。
【００２３】
【数１】

10

20

30

40

(6) JP 3721206 B2 2005.11.30



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２４】
なお、［数１］において、Ｘ、Ｙ、Ｚは、ＸＹＺ表色系における三刺激値、Ｘ c  、Ｘ m  、
Ｘ y  、Ｘ k  等は、Ｙ、Ｍ、Ｃ、Ｋの各単色インキに対するＸＹＺ刺激値（単色刺激値）、
Ｘ W  等は、印刷物の支持体の三刺激値、Ｘ c m、Ｘ c m y  、Ｘ c m y k等は、例えば、Ｘ c mの場合
、ＣのインキとＭのインキとが重なった部分のＸＹＺ刺激値（高次色刺激値）、ｃ X  、ｍ

X  、ｙ X  、ｋ X  等は、等色関数ｘ（λ）等に相当する色光で観測した時のＣ、Ｍ、Ｙ、Ｋ
のインキの網％値、ｃ X m、ｃ X m y  、ｃ X m y k等は、等色関数ｘ（λ）等に相当する色光で観
測した時のＣのインキの網％値等であり、例えば、ｃ X m y  はＭとＹのインキの存在に対し
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て補正（高次色ドットゲイン補正）を行った網％値を表す。なお、ＸＹＺ表色系は、Ｌ *  

ａ *  ｂ *  表色系と一対一に対応しているので、前記ノイゲバウワ式をＬ *  ａ *  ｂ *  表色系
とＹＭＣＫ表色系との関係式として規定することもできる。
【００２５】
前記基本プロファイルに対応して、所定の関係式あるいは出力条件による設定値等を選択
可能なサブプロファイルが設定される。例えば、基本プロファイルとして (1) 網点変調方
式（ノイゲバウワ式）が選択された場合、その各変数が (1) ドットゲイン変換式（ｃ X  、
ｍ X  、ｃ X m、ｃ X m y  等）、 (2) 単色刺激値（Ｘ c  、Ｘ m  、Ｘ y  、Ｘ k  等）、 (3) 高次色刺
激値（Ｘ c m、Ｘ c m y  、Ｘ c m y k等）、に分類され、夫々に対してサブプロファイルが設定さ
れる。この場合、 (1) ドットゲイン変換式に対しては、 (1) 単一変換式、 (2) ＸＹＺ独立
変換式、 (3) その他、の中から所望のサブプロファイルを選択することができる。また、
(2) 単色刺激値に対しては、 (1) 単色刺激値テーブル、 (2) 理論式、 (3) その他、の中か
ら所望のサブプロファイルを選択することができる。さらに、 (3) 高次色刺激値に対して
は、 (1) 高次色刺激値テーブル、 (2) 理論式、 (3) その他、の中から所望のサブプロファ
イルを選択することができる。なお、 (1) 単一変換式とは、［数１］において、ｃ X  、ｃ

Y  、ｃ Z  等をＸ、Ｙ、Ｚによらない同一値ｃ n  等で代表して処理する方式、 (2) ＸＹＺ独
立変換式とは、前記ｃ X  、ｃ Y  、ｃ Z  等をＸ、Ｙ、Ｚ毎に独立に設定して処理する方式で
ある。
【００２６】
前記各サブプロファイルに対応して、さらに、他の関係式等を選択可能なサブプロファイ
ルが設定される。例えば、 (1) 単一変換式のサブプロファイルに対しては、 (1) 周囲長変
換式、 (2) 二次式変換式、 (3) その他、の中から所望のサブプロファイルを選択すること
ができる。また、 (2) ＸＹＺ独立変換式のサブプロファイルに対しては、 (1) 一次色ドッ
トゲイン変換式、 (2) 高次色ドットゲイン変換式、 (3) その他、の中から所望のサブプロ
ファイルを選択することができる。
【００２７】
なお、 (1) 単一変換式のサブプロファイルにおける (1) 周囲長変換式とは、形成された網
点の周囲長にドットゲインが比例すると考えた場合の網％値ｃ X  、ｃ Y  、ｃ Z  等（＝ｃ n  

等）の算定方式であり、ゲイン係数をα p  、α m  、スクリーン線数をＬとして、
【００２８】
【数２】
　
　
　
　
　
　
【００２９】
と設定したものである。ゲイン係数α p  は、印刷する紙に依存するパラメータであり、ゲ
イン係数α m  は、印刷機、インキに依存するパラメータである。
【００３０】
また、 (2) 二次式変換式とは、印刷物上での網％値ｃ n  等を、ＰＳ版の焼き付け、現像、
印刷、光学的散乱効果等を含めた二次式の算定方式として、
【００３１】
【数３】
　
　
　
　
【００３２】
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【数４】
　
　
　
　
【００３３】
と設定したものである。ゲイン係数ｇ 1  は印刷機に依存するパラメータ、ゲイン係数ｇ 2  

はインキに依存するパラメータ、ゲイン係数ｇ 3  は印刷物の支持体である紙に依存するパ
ラメータ、ゲイン係数ｇ 4  はスクリーン線数に依存するパラメータ、ゲイン係数ｇ 5  は、
網形状に依存するパラメータである。
【００３４】
一方、 (2) ＸＹＺ独立変換式のサブプロファイルにおける (1) 一次色ドットゲイン変換式
とは、上述した単一変換式における周囲長変換式に対しては、［数２］のゲイン係数α p  

をＸ、Ｙ、Ｚの各刺激値毎に夫々α p X、α p Y、α p Zと独立に設定し、例えば、網％値ｃ X  

を、
【００３５】
【数５】
　
　
　
　
　
　
【００３６】
とし、また、二次式変換式に対しては、［数３］に基づき、網％値ｃ X  を、
【００３７】
【数６】
　
　
　
　
【００３８】
としたものである。
【００３９】
また、 (2) 高次色ドットゲイン変換式とは、［数１］の二次色項以上の網％値に対して、
例えば、網％値ｃ X yを、
【００４０】
【数７】
　
　
　
　
【００４１】
としたものである。なお、ａ c X y  およびｂ c X y  は、高次色ドットゲイン補正用パラメータ
である。
【００４２】
図４は、印刷／共通色空間変換プロファイル群を構成する印刷出力条件プロファイルの構
造の一例を示したものである。この条件プロファイルは、印刷物を作成する場合のもので
あり、印刷物における支持体である紙に関するパラメータ（α P  、α P X、α P Y、α P Z、ｇ

3  、ａ c X y  、ｂ c X y  等）を規定する支持体プロファイル、スクリーン線数や網形状に関す
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るパラメータ（Ｌ、ｇ 4  等）を規定するスクリーン線数・網形状プロファイル、印刷に使
用されるインキの特性に関するパラメータ（ｇ 2  、α m  、単色刺激値テーブル、高次色刺
激値テーブル、理論式パラメータ等）を規定するインキプロファイル、後述するＫ版量に
関するパラメータ（ｐ、κ等）を規定するＫ版量プロファイル、図３に示す基本プロファ
イルからルックアップテーブル式を選択した際に引用されるルックアップテーブル、上記
の各プロファイルで設定されていないパラメータに対して平均的なパラメータを規定する
標準プロファイル、その他（印刷機等に関するものを含む）からなる。
【００４３】
ここで、前記ルックアップテーブルは、例えば、図４に示す印刷出力条件プロファイルで
設定される複数の標準的なプロファイルの組合わせに基づき、［数１］で示すノイゲバウ
ワ式を解くことにより、予め設定しておくことができる。このようにして設定した既成の
ルックアップテーブルを用いた場合、前記ノイゲバウワ式を画像処理のたびに解く場合に
比較して一層高速な処理が可能となる。
【００４４】
同様に、色再現域・アピアランス変換プロファイル群は、図５に示すように、非線形変換
と３×３マトリックス変換を組み合わせた (1) ＬＭＮ変換方式と (2) その他、の中から処
理方式を選択可能な基本プロファイルと、前記 (1) ＬＭＮ変換方式に対して、さらに、 (1
) ＬＭＮ変換マトリックス、 (2) 非線形変換テーブル、 (3) その他、の中から選択可能な
サブプロファイルとで構成される。この場合、 (2) 非線形変換テーブルに対して、 (1) 入
力レンジ、 (2) 出力レンジ、 (3) White Point 、 (4) Black Point 、の各変数が印刷／共
通空間変換プロファイル群、色再現域・アピアランス変換プロファイル群および出力デバ
イスプロファイル群の条件プロファイルのパラメータを用いて設定される（「  Postscrip
t のリファレンスマニュアル」第２版（アスキー出版局）参照）。
【００４５】
また、色再現域・アピアランス変換デバイスプロファイル群を構成する観察条件プロファ
イルは、例えば、画像出力装置１４Ａがカラープリンタである場合、図６に示すように構
成される。この場合、観察条件プロファイルとして、観察光源に関するパラメータ、その
他、が設定される。
【００４６】
第１実施例のカラー画像再現システムは、基本的には以上のように構成されるものであり
、次に、このシステムにおけるデータ処理について図７に示すフローチャートに基づき説
明する。
【００４７】
先ず、オペレータは、画像出力装置１４Ｂ、カラー画像を記録した原稿の種類、出力媒体
、記録に用いるインキの種類、出力形態等のシステムを決定する（ステップＳ１）。
【００４８】
画像出力装置１４Ｂ等が決定されると、次に、デバイスプロファイル発生装置１８を用い
て、図３～図６に示すデバイスプロファイルの設定を行う（ステップＳ２）。なお、この
デバイスプロファイルは、カラー画像再現システムの構成の決定の前に、所定のデバイス
に対応して予め設定してもよい。
【００４９】
カラー画像再現システムの構成およびデバイスプロファイルが決定されると、共通色空間
変換部２０において、画像編集装置１２からのＹＭＣＫ網％データを共通色空間のデータ
に変換する共通色空間変換テーブルを作成する（ステップＳ３）。この場合、以下に示す
基本プロファイルおよびサブプロファイルの選択は、当該プロファイルに係るパラメータ
が条件プロファイルに準備されているかどうか、要求される処理速度に対応できるプロフ
ァイルであるか等に依存する。従って、プロファイルの全てがオペレータにより任意に選
択されるわけではなく、準備されているプロファイルにより自ずと制限される。そのため
、所望のプロファイルが設定されていない場合には、例えば、デフォルト値が選択される
ことになる。
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【００５０】
そこで、画像処理装置１６の共通色空間変換部２０において、図３および図４に示す印刷
／共通色空間変換プロファイル群より所望の色再現処理方式等を順次選択し、選択された
前記色再現処理方式等に基づき、印刷物を得る画像出力装置１４Ｂに対応した共通色空間
変換テーブルを作成し（ステップＳ３）、これをデータファイル３４に格納する。
【００５１】
この場合、画像出力装置１４Ｂから所望の印刷物を得るため、当該画像出力装置１４Ｂの
色再現処理方式を特定するとともに、所望の精度や処理速度に応じた基本式を選択する。
【００５２】
例えば、画像出力装置１４Ｂの出力方式が網点変調方式である場合、基本式である色予測
基本関数として、図３の基本プロファイルから、ＣＩＥの共通色空間におけるＸＹＺ表色
系とＹＭＣＫ表色系との関係を規定するノイゲバウワ式を選択することとする。［数１］
に示すノイゲバウワ式は、各変数が (1) ドットゲイン変換式（ｃ X  、ｍ X  、ｃ X m、ｃ X m y  

等）、 (2) 単色刺激値（Ｘ c  、Ｘ m  、Ｘ y  、Ｘ k  等）、 (3) 高次色刺激値（Ｘ c m、Ｘ c m y  

、Ｘ c m y k等）、に分類されており、夫々に対して所望のサブプロファイルを選択する。
【００５３】
ドットゲイン変換式に対して、サブプロファイルから単一変換式および周囲長変換式を選
択した場合、ｃ X  、ｍ X  、ｃ X m、ｃ X m y  等は、［数２］の補正式によって置き換えられ、
そのパラメータα p  、α m  、Ｌが図４に示す印刷出力条件プロファイルの支持体プロファ
イルおよびインキプロファイルによって与えられる。なお、α p  は印刷する紙に依存する
変数であり、代表的な値として、例えば、アート紙に対して１３、コート紙に対して１６
、上質紙に対して２０を設定することができる。また、α m  は印刷機、インキに依存する
パラメータであり、平均的なオフセット印刷に対しては１、ドットゲインの少ないインキ
あるいは印刷条件を選ぶ場合には１以下の値を設定することができる。
【００５４】
また、単一変換式に対して、サブプロファイルから二次式変換式を選択した場合、ｃ X  、
ｍ X  、ｃ X m、ｃ X m y  等は、［数３］および［数４］の補正式によって置き換えられ、その
パラメータであるゲイン係数ｇ 1  ～ｇ 5  が、図４に示す印刷出力条件プロファイルの支持
体プロファイル、スクリーン線数・網形状プロファイルおよびインキプロファイル等によ
って与えられる。
【００５５】
前記の単一変換式は、Ｘ、Ｙ、Ｚの刺激値に対して共通の網％値を使用する場合であるが
、Ｘ、Ｙ、Ｚの刺激値に対して異なる網％値を対応させて精度を向上させる場合には、ド
ットゲイン変換式に対して、サブプロファイルからＸＹＺ独立変換式を選択する。この場
合、ｃ X  、ｍ X  等は、［数５］または［数６］の補正式によって置き換えられ、ｃ X m、ｃ

X m y  等は、［数７］の補正式によって置き換えられる。そして、パラメータα p X、α p Y、
α p Z、α m  、Ｌ、ａ c X y  、ｂ c X y  、ゲイン係数ｇ 1  ～ｇ 5  等が図４に示す印刷出力条件プ
ロファイルの支持体プロファイル、スクリーン線数・形状プロファイルおよびインキプロ
ファイルによって与えられる。
【００５６】
一方、単色刺激値および高次色刺激値に対して単色刺激値テーブルおよび高次色刺激値テ
ーブルを選択した場合、インキプロファイルから所定のインキセットおよび支持体に対す
るテーブルが夫々選ばれる。なお、上記の処理において、印刷出力条件プロファイルの中
に使用するインキセットのデータが登録されていない場合には、標準プロファイルからデ
フォルト値を選択することができる。
【００５７】
以上のようにして、［数１］に示すノイゲバウワ式の各パラメータが決定され、この変換
式を用いて、画像編集装置１２より供給されるＹＭＣＫ網％データから共通色空間での三
刺激値Ｘ、Ｙ、Ｚを求めることができる。
【００５８】
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同様に、画像処理装置１６の色再現域・アピアランス変換部２２において、図５および図
６に示す色再現域・アピアランス変換プロファイル群より所望の色再現処理方式等を順次
選択し、選択された前記色再現処理方式等に基づき、共通色空間における画像出力装置１
４Ｂの色再現域と、前記共通色空間における画像出力装置１４Ａの色再現域を一致させ、
また、視覚順応適性に対応したアピアランスを一致させるための色再現域・アピアランス
変換テーブルを作成する（ステップＳ４）。なお、前記色再現域・アピアランス変換テー
ブルの作成に際して、画像出力装置１４Ａがカラープリンタである場合、図６の観察条件
プロファイルから観察光源に対応したパラメータが与えられる。
【００５９】
ここで、前記のようにして選択された処理方式等により、次のようにして色再現域・アピ
アランス変換テーブルが作成される。例えば、印刷物の観察条件、カラー画像データの種
類に適したＬＭＮ変換式を基本プロファイルから選択し、サブプロファイルから非線形変
換テーブルを選択し、Ｌ *  ａ *  ｂ *  表色系からＬＭＮ表色系への変換が行われる。そして
、前記非線形変換テーブルに対して、色再現域（入力レンジ、出力レンジ等）、観察条件
／色温度の違いを補正し、ＬＭＮ→Ｌ *  Ｍ *  Ｎ *  の変換を行う。最後にＬ *  Ｍ *  Ｎ *  →Ｌ
ａｂの逆変換を行う。そして、Ｌ *  ａ *  ｂ *  →Ｌａｂの変換を行う変換テーブルが色再現
域・アピアランス変換テーブルとしてデータファイル３６に格納される。
【００６０】
次に、画像処理装置１６の固有色空間変換部２４において、共通色空間のカラー画像デー
タを画像出力装置１４Ａの固有色空間のカラー画像データに変換する固有色空間変換テー
ブルを作成し（ステップＳ５）、データファイル３８に格納する。この場合、前記固有色
空間変換テーブルは、後述する周期性ノイズ補正部３０およびランダムノイズ補正部３２
において設定される周期性ノイズ補正テーブルおよびランダムノイズ補正テーブルに対応
して色濃度を補正する複数のテーブルより構成される。なお、ＸＹＺ表色系からカラープ
リンタやＣＲＴの表色系への変換には、ルックアップテーブルを用いた公知の方法がある
。例えば、その方法が「 Printing CIELab imaging on CMYK printing」（ SPIE Vol.1670 
P316（ 1992））で述べられている。また、カラープリンタやＣＲＴ等の複数の出力装置を
対象とする場合には、複数のルックアップテーブルを切り替えて対応することが可能であ
る。
【００６１】
以上のようにして作成された共通色空間変換テーブル、色再現域・アピアランス変換テー
ブルおよび固有色空間変換テーブルは、ＬＵＴ変換部２６において合成され、あるいは、
個々の画像変換テーブルとしてデータファイル４０に格納される（ステップＳ６）。
【００６２】
一方、補正部２８を構成する周期性ノイズ補正部３０およびランダムノイズ補正部３２で
は、画像出力装置１４Ｂにおいて出力される印刷画像での周期性ノイズおよびランダムノ
イズを画像出力装置１４Ａで再現するための補正信号を作成し（ステップＳ７、ステップ
Ｓ８）、データファイル４２および４４に格納する。
【００６３】
ここで、周期性ノイズとは、印刷画像に現れるロゼッタパターン、モアレ等の周期性のあ
る像構造のことをいう。網点等の面積変調により印刷画像を作成する画像出力装置１４Ｂ
においては、例えば、カラー画像を印刷する場合、ロゼッタパターンやモアレが最小とな
るように、Ｙ、Ｍ、Ｃ、Ｋの各色版の網点に所定の角度を設定して出力しているが、前記
ロゼッタパターンやモアレを完全になくすことは不可能である。一方、カラープリンタや
ＣＲＴ等からなる画像出力装置１４Ａでは、通常、濃度変調によってカラー画像を再生し
ており、原理的にモアレ等が発生することはない。従って、画像出力装置１４Ｂで出力さ
れる画像の「見え」と画像出力装置１４Ａで出力される画像の「見え」とを一致させるた
めには、前記画像出力装置１４Ａで出力される画像にロゼッタパターンやモアレに相当す
る周期性ノイズを加える必要がある。このような処理は、特に、印刷画像が人物の肌や空
等の均一性を要求されるものを事前に確認しようとする場合において極めて重要である。
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【００６４】
すなわち、空、肌等のように、ある面積にわたり同一の色を示す画像は、ＬＵＴ変換部２
６における処理では同一の値を示しているが、実際の印刷物として出力されると、網点に
起因する周期性ノイズ、あるいは製版印刷工程で付与される周期性ノイズが画像に重畳さ
れることになる。そこで、この周期性ノイズを有する印刷画像を、周期性ノイズのない再
現出力装置である画像出力装置１４Ａで「見え」が同等となるように、ＬＵＴ変換部２６
で処理した画像データに対して、その二次元の配置に応じた補正（画像データの値をある
係数を掛けた値に変換する）を補正部２８において行う。
【００６５】
この場合、周期性ノイズは、周期性ノイズテンプレートを用いて付与することができる。
周期性ノイズテンプレートの例を図８Ａに示す。周期性ノイズテンプレートは、印刷の網
の組み合わせにより生成するロゼッタパターン、モアレ等の中、「見え」に影響する部分
を取り出したものであり、このテンプレートを用いて画像の二次元配列（ｘ，ｙ方向）に
対応した補正を行う。図８Ａのテンプレートに示される領域ａは、画像データの値を変更
しない領域（Ｄ 0  ＝Ｄ 0  ）であり、領域ｂは、画像データの値によらず出力値を０とする
領域（Ｄ 0  ＝０）である。すなわち、このテンプレートでは、画像に周期的な白色点を設
けることでノイズ近似性を得るようにしている。領域ａ、ｂの画像データをグラフ化した
ものを図８Ｂに示す。
【００６６】
別の例として、画像データをそのまま出力する領域ｃ（Ｄ 0  ＝Ｄ 0  ）、画像データを１／
２倍にして出力する領域ｄ（Ｄ 0  ＝Ｄ 1  ）、さらに１．５倍にして出力する領域ｅ（Ｄ 0  

＝Ｄ 2  ）とにテンプレートの領域を分けた場合を図９Ａおよび図９Ｂに示す。
【００６７】
さらに、周期性ノイズは、網％が５０％に近い中間濃度域で顕著であることを考慮し、近
似度をさらに向上させるため、画像データの濃度に応じて補正量を調整するようにした濃
度補正テーブル（図１０参照）を用いることもできる。
【００６８】
なお、周期性を有するノイズは、印刷画像を構成するスクリーン線数、網点形状、網点角
度等に依存するため、図４に示す印刷出力条件プロファイルに設定されたデータに基づき
、テンプレートまたは濃度補正テーブルを選択して周期性ノイズ再現信号を作成し（ステ
ップＳ７）、データファイル４２に格納しておく。
【００６９】
一方、ランダムノイズとは、記録媒体に対するインキの不均一な付着や印刷機の不確定な
状態変動、網点画像の作成法の一種である誤差拡散法等で作成されたランダムドットの特
性等に起因して印刷画像に現れるノイズであり、通常、ざらつきとして認識される。そこ
で、これらの特性に応じた複数の人工的なランダムノイズの組を用意し、画像データに補
正として加える。
【００７０】
この場合、前記ランダムノイズは、印刷方式、印刷速度、紙の平滑性、インキの種類、さ
らにスクリーン線数、網のパターン等に依存するものであり、図４に示す印刷条件プロフ
ァイルに設定されたデータに基づき、ランダムノイズとして所定のノイズ信号を作成し（
ステップＳ８）、データファイル４４に格納する。なお、このノイズ信号は、例えば、デ
ジタル的に乱数を発生する周知の乱数発生器や、ツェナーダイオードから発生するアバラ
ンシェノイズを利用した乱数発生器等を用いて容易に生成することができる。
【００７１】
次に、オペレータは、前記の準備作業が完了した後、カラー原稿のカラー画像データを画
像入力装置１０より読み込む（ステップＳ９）。画像入力装置１０は、前記カラー画像デ
ータを、例えば、ＲＧＢデータとして画像編集装置１２に供給する。画像編集装置１２で
は、前記ＲＧＢデータに対して所望の画像処理を施した後（ステップＳ１０）、それをＹ
ＭＣＫ網％データとして画像処理装置１６および画像出力装置１４Ｂに供給する。
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そこで、画像処理装置１６は、画像編集装置１２から供給された前記ＹＭＣＫ網％データ
に対して、画像出力装置１４Ａおよび１４Ｂに対応してＬＵＴ変換部２６に設定された変
換テーブルにより変換処理を施す（ステップＳ１１）。すなわち、前記ＬＵＴ変換部２６
では、ＹＭＣＫ網％データが印刷条件を考慮した［数１］のノイゲバウワ式を規定した共
通色空間変換テーブルにより共通色空間のＸ、Ｙ、Ｚの三刺激値に変換され、前記三刺激
値が色再現域・アピアランス変換テーブルにより画像出力装置１４Ａおよび１４Ｂ間の色
再現域およびアピアランスを有するデータに調整され、このデータが固有色空間変換テー
ブルにより画像出力装置１４Ａに対応したカラー画像データに変換される。なお、前記固
有色空間変換テーブルは、後段の補正部２８での補正処理によって変動するカラー画像デ
ータの色濃度を修正すべく、印刷出力条件プロファイルにより設定されたデータに基づき
予め調整しておくことができる。
【００７２】
次に、ＬＵＴ変換部２６によって変換処理されたカラー画像データは、補正部２８におい
て周期性ノイズおよびランダムノイズが付加される（ステップＳ１２）。なお、これらの
補正処理、特に、図８Ａに示す周期性ノイズ再現信号により周期性ノイズを付加する補正
処理を行った場合、得られるカラー画像データの全体の濃度が低下することになるが、前
述したように、この濃度の低下は、固有色空間変換部２４において印刷出力条件プロファ
イルに基づいて選択される固有色空間変換テーブルによって予め調整しておくことにより
、最終的に画像出力装置１４Ａより出力される予測画像の濃度を低下させないようにする
ことができる。
【００７３】
ここで、例えば、画像出力装置１４Ｂから出力される印刷画像のスクリーン線数がロゼッ
タパターンやモアレ等を無視できるような線数の場合には、前記補正部２８において、周
期性ノイズ補正部３０による補正を行わないようにすることもできる。また、画像出力装
置１４Ｂの特性等によってランダムノイズ補正部３２による補正を行わないようにするこ
ともできる。
【００７４】
このようにして得られた前記カラー画像データは、画像出力装置１４Ａにおいて、ハード
コピーとして出力されあるいはＣＲＴに表示される（ステップＳ１３）。そこで、オペレ
ータは、出力された予測画像を確認し、色等に問題がなければ、画像出力装置１４Ｂを付
勢して、印刷物を作成する（ステップＳ１５）。一方、問題がある場合には、画像編集装
置１２において再度画像処理を行い、必要に応じて印刷の条件等を変更し、得られたＹＭ
ＣＫ網％データをモニタする作業を繰り返す（ステップＳ１４）。
【００７５】
なお、上述した第１実施例では、カラー画像データに対する補正処理を、ＬＵＴ変換部２
６による変換処理の終了したカラー画像データに対して行うようにしているが、図１１に
示すように、画像編集装置１２から供給されるカラー画像データに対して補正部２８によ
る補正処理を施した後、ＬＵＴ変換部２６により変換処理を行うようにしてもよい。また
、図１２に示すように、ＬＵＴ変換部２６による変換処理と、補正部２８による補正処理
とを並列的に行い、夫々において処理されたカラー画像データを加算するようにしてもよ
い。
【００７６】
以上のように、第１実施例では、画像出力装置１４Ｂより出力される印刷画像に出現する
ロゼッタパターンやモアレ等の周期性ノイズおよび印刷工程等で発生するランダムノイズ
を補正信号としてカラー画像データに付加し再現することができるので、出力方式や解像
度、出力条件等が異なる装置間において同等な画像を得ることができる。従って、印刷画
像を得る前に、高精度に前記印刷画像を予測することが可能となる。
【００７７】
次に、図１３に示すカラー印刷システムに基づき、第２実施例を説明する。なお、図１に
示す構成と同一の構成要素には、同一の参照符号を付し、その説明を省略する。
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【００７８】
第２実施例のカラー印刷システムを構成する画像処理装置５０は、周期性ノイズ補正部５
２と周期性ノイズの補正に起因する再現画像の濃度変動を調整するコントラスト調整部５
４とからなる第１補正部５６と、ランダムノイズ補正部５８とランダムノイズの補正に起
因する再現画像の濃度変動を調整するコントラスト調整部６０とからなる第２補正部６２
とを備える。
【００７９】
なお、周期性ノイズ補正部５２に接続されたデータファイル６４には、デバイスプロファ
イル発生装置１８から供給されるスクリーン線数やスクリーン角度等の出力条件に対応し
て設定された画素位置に依存する複数種類の周期性ノイズテンプレートＴ 1  が記憶されて
いる。また、ランダムノイズ補正部５８に接続されたデータファイル６６には、記録媒体
、印刷機、網点画像の作成方法等に起因して生じるランダムノイズを再現する複数種類の
ランダムノイズテンプレートＴ 2  が出力条件に対応して設定され記憶されている。この場
合、周期性ノイズテンプレートＴ 1  は、例えば、周期性が最も顕著に出現する網点率５０
％近傍の画像を画像出力装置１４Ｂで出力し、その微視的な測色値と平均的な測色値との
差として求めることができる。また、ランダムノイズテンプレートＴ 2  は、網点が最初に
記録媒体に付き始める濃度域、網点間がつながり始める濃度域等特定の濃度域でランダム
ノイズが増加することが知られているため、これらの濃度域におけるランダムノイズを出
力条件別に測定して求めることができる。
【００８０】
一方、コントラスト調整部５４に接続されたデータファイル６８には、各共通色空間デー
タＸ 0  、Ｙ 0  、Ｚ 0  毎に、周期性ノイズに依存して変動するコントラストを調整するため
のコントラスト調整データが前記各共通色空間データＸ 0  、Ｙ 0  、Ｚ 0  の値に応じたルッ
クアップテーブルとして記憶されている。同様に、コントラスト調整部６０に接続された
データファイル７０には、各共通色空間データＸ 0  、Ｙ 0  、Ｚ 0  毎に、ランダムノイズに
依存して変動するコントラストを調整するためのコントラスト調整データが前記各共通色
空間データＸ 0  、Ｙ 0  、Ｚ 0  の値に応じたルックアップテーブルとして記憶されている。
この場合、各ルックアップテーブルは、前記周期性ノイズテンプレートＴ 1  の場合と同様
にして求めることができる。
【００８１】
そこで、画像編集装置１２から供給される原稿のＹＭＣＫ網％データは、共通色空間変換
部２０において、［数１］に示すノイゲバウワ式を用いて、あるいは、所定の出力条件に
基づいて図４に示す印刷出力条件プロファイルから選択されたルックアップテーブルを用
いて、共通色空間データＸ 0  、Ｙ 0  、Ｚ 0  に変換される。
【００８２】
次に、前記共通色空間データＸ 0  、Ｙ 0  、Ｚ 0  は、コントラスト調整部５４および６０に
供給される。前記コントラスト調整部５４および６０では、デバイスプロファイル発生装
置１８から供給される出力条件のパラメータに従って、データファイル６８および７０に
記憶された所定のルックアップテーブルが選択され、前記各ルックアップテーブルにより
、前記共通色空間データＸ 0  、Ｙ 0  、Ｚ 0  の色別のコントラストを調整する第１および第
２コントラスト調整パラメータＰ X 1、Ｐ Y 1、Ｐ Z 1およびＰ X 2、Ｐ Y 2、Ｐ Z 2が求められ、夫
々乗算器７２および７４に供給される。一方、周期性ノイズ補正部５２は、前記出力条件
のパラメータに対応した周期性ノイズテンプレートＴ 1  をデータファイル６４から選択し
て前記乗算器７２に供給し、ランダムノイズ補正部５８は、前記出力条件のパラメータに
対応したランダムノイズテンプレートＴ 2  をデータファイル６６から選択して前記乗算器
７４に供給する。そして、前記各乗算器７２および７４は、加算器７６および７８を介し
て乗算結果を前記共通色空間データＸ 0  、Ｙ 0  、Ｚ 0  に加算する。従って、共通色空間変
換部から供給された前記共通色空間データＸ 0  、Ｙ 0  、Ｚ 0  は、
【００８３】
【数８】
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【００８４】
として共通色空間データＸ、Ｙ、Ｚに補正され、色再現域・アピアランス変換部２２に供
給される。
【００８５】
補正された前記共通色空間データＸ、Ｙ、Ｚは、前記色再現域・アピアランス変換部２２
において色再現域およびアピアランスが調整された後、固有色空間変換部２４で画像出力
装置１４Ａに対応した固有色空間データに変換され、前記画像出力装置１４Ａに供給され
る。画像出力装置１４Ａは、前記固有色空間データに基づき再現画像を出力する。
【００８６】
この場合、前記再現画像には、画像出力装置１４Ｂで出力される最終生成画像上に発生す
る周期性ノイズおよびランダムノイズが人工的に再現されるとともに、前記の人工的な各
ノイズの付加に起因するコントラストの変動が画像データの色別に調整されているため、
色を含めた「見え」が前記最終生成画像と高精度に一致した再現画像を得ることができる
。また、第１補正部５６および第２補正部６２における補正処理は、輝度に対して線形で
あるＸＹＺ表色系の共通色空間で行っているため、［数８］に示す処理における色の加算
性が成立し、補正による色変化が生じることがない。
【００８７】
なお、上述した第２実施例では、共通色空間データをＸＹＺ表色系としているが、ＢＧＲ
表色系等の輝度に対して線形性が保持される他の表色系であってもよい。
【００８８】
【発明の効果】
以上のように、本発明によれば、最終生成画像に発生する周期性ノイズまたはランダムノ
イズ等の画像特性を、前記最終生成画像の出力方式、出力媒体等の出力条件に基づく補正
方式で補正し、前記画像特性を再現した予測画像として出力することができる。従って、
最終生成画像と前記予測画像との間の一致度が極めて高く、従って、高精度な予測作業が
可能となる。また、最終生成画像と予測画像とを一致させるための特殊な出力装置が不要
であり、最終生成画像を出力する装置と同等な高価な装置を用いる必要も生じない。
【００８９】
さらに、本発明では、前記ノイズの補正に際して変動する画像濃度を画像データに応じて
調整することができるため、濃度を含めた高精度な予測画像を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１実施例であるカラー画像再現システムの全体構成ブロック図である。
【図２】図１に示すカラー画像再現システムにおけるデバイスプロファイル群の構成説明
図である。
【図３】図２に示す出力デバイスプロファイル群における基本プロファイルおよびサブプ
ロファイルの階層構造の説明図である。
【図４】図２に示す印刷／共通色空間変換プロファイル群における条件プロファイルの説
明図である。
【図５】図２に示す色再現域・アピアランス変換プロファイル群における基本プロファイ
ルおよびサブプロファイルの階層構造の説明図である。
【図６】図２に示す色再現域・アピアランス変換プロファイル群における条件プロファイ
ルの説明図である。
【図７】図１に示すカラー画像再現システムでの処理過程を示すフローチャートである。
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【図８】図８Ａは、図１に示す画像処理装置の補正部において生成される周期性ノイズ再
現信号の説明図、図８Ｂは、前記周期性ノイズ再現信号を用いた補正前の画像データと補
正後の画像データとの関係説明図である。
【図９】図９Ａは、図１に示す画像処理装置の補正部において生成される周期性ノイズ再
現信号の他の実施例の説明図、図９Ｂは、前記周期性ノイズ再現信号を用いた補正前の画
像データと補正後の画像データとの関係説明図である。
【図１０】図１に示す画像処理装置の補正部において生成される周期性ノイズ再現信号の
他の実施例による補正前の画像データと補正後の画像データとの関係説明図である。
【図１１】図１に示す画像処理装置における補正部の接続関係の他の実施例を示すブロッ
ク図である。
【図１２】図１に示す画像処理装置における補正部の接続関係の他の実施例を示すブロッ
ク図である。
【図１３】第２実施例であるカラー画像再現システムの全体構成ブロック図である。
【符号の説明】
１０…画像入力装置　　　　　　　　　　　１２…画像編集装置
１４Ａ、１４Ｂ…画像出力装置　　　　　　１６…画像処理装置
１８…デバイスプロファイル発生装置　　　２０…共通色空間変換部
２２…色再現域・アピアランス変換部　　　２４…固有色空間変換部
２６…ＬＵＴ変換部　　　　　　　　　　　２８…補正部
３０…周期性ノイズ補正部　　　　　　　　３２…ランダムノイズ補正部
３４、３６、３８、４０、４２、４４、４６、６４、６６、６８、７０…デー
タファイル
５２…周期性ノイズ補正部　　　　　　　　５４、６０…コントラスト調整部
５６、６２…補正部　　　　　　　　　　　５８…ランダムノイズ補正部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

(19) JP 3721206 B2 2005.11.30



【 図 １ ３ 】
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